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 新しい年、2024 年がスタートしました。今年はオリンピックイヤーであり、2 月が 29 日ある閏
うるう

年です。それに

伴って、来年（2025 年）の元日は曜日が二日ずれて、月曜日ではなくて水曜日となります。コロナ感染症の流行の

年 2020 年から 4 年が経過し、どうやらその勢いも収まってきました。新しい年を希望をもって迎え、喜びのうちに

元旦の礼拝をささげた次第ですが、その日の午後、石川県の能登半島を震源地とする大地震が発生しました。さら

に、翌日の夜には羽田空港で航空機同士が衝突するという事故もあり、新年は波乱の幕開けとなりました。特に、被

災地の方々に対しては、一日も早く、従来の生活に戻ることができるようお祈りしたいと思います。 

 その年の初めの日曜日であるこの朝、与えられた聖書箇所はルカによる福音書 4 章 16 節以下であります。ここに

は主イエスがどのような形で出身地のガリラヤで伝道のわざを始められたかが書かれています。ガリラヤという地名

は、ヘブライ語の「ガリル」からきた言葉で、「取り囲む」という意味をもつ言葉です。「圏」という意味です。（「首

都圏」、「北極圏」などの言葉で使われる「圏」ですね）。その地域が非ユダヤ人（異邦人）によって取り囲まれた地

域という意味です。ガリラヤは、絶えず絶えず他の民族との新しい接触による影響を受け、進取の精神に富み、パレ

スチナでもっとも保守色の薄い地域でありました。保守的なユダヤの社会にあって、ガリラヤは革新的な地域だった

わけです。イエスが生まれ育ったナザレという町は、そのガリラヤの中でも比較的大きな町です。2012 年にイスラ

エル旅行をした時、このナザレを訪問しましたが、バスから降りて丘の上から見渡すと、この町が大変な都会である

ことを知ってびっくりしました。注解書によると、すでにイエスの時代に、人口は 5 万人を超えていたと見られると

いいます。大きな町ですから、多分ナザレにはいくつかの会堂があったに違いありません。ユダヤでは男子が 10 人

集まったところでは会堂を立てる決まりになっていました。イエスは、ご自身が生まれ育ったナザレに帰って来て、

ここで礼拝をするため、安息日に会堂に入られました。会堂はパレスチナにおける宗教生活の中心でありまして、そ

こが礼拝の場所となりました。 

 ユダヤの会堂は、神殿のように犠牲のささげものはありません。そこは教えを受ける場所でした。神殿は犠牲のた

めに設けられ、会堂は教えのために設けられたわけです。この会堂での礼拝は大きく三つの部門から成っていまし

た。一つ目は「祈り」です。二つめは「聖書の朗読」です。旧約聖書はヘブライ語で書かれていましたが、イエスの

時代にはすでに古語（使われなくなった言葉）となっていて、読まれたあとに日常語のアラム語に通訳されたといい

ます。そして、三番目が「説教」、すなわち御言葉(みことば)の「説き明かし」です。本日の箇所では、イエスが二

番目と三番目の役割を担われたことが分かります。しかし、それにしても「大工の子」と呼ばれたイエスが、いった

いどうやって聖書を学び、会堂で教えを説くようになったのでしょうか。その消息は、この福音書の 2 章 41 節以下

を読めばわかります。イエスは毎年春の過越しの祭りにはエルサレムに上っていましたが、12 歳の年の春に両親か

らはぐれて、エルサレムにそのまま置き去りにされるという経験をしています。両親とはぐれてしまったわけです

ね。両親はイエスを探しながら都に引き返して来るわけですが、三日目に神殿の境内に入ると、少年イエスがそこで

学者たちの真ん中に座り、話しを聞いたり質問したりしていました。そのやりとりを聞きながら、周りの人たちはイ

エスの賢い受け答えに驚いていたとルカは書き記します。なんと 12 歳の時から、学者たちと聖書に関する鋭い質疑

応答を交わすことができていたわけです。さらに、公生涯に入られる前には、バプテスマのヨハネのもとで一緒に伝

道活動をし、その働きを横で見ています。イエスは 30 歳になるまでに十分な学びと訓練を経験されていたのです。

ところで、当時のユダヤの会堂は、今日の教会における牧師のような専門的な説教者を持っていませんでした。そこ

で、信徒たちは著名な人を招いて安息日の礼拝での説教を担当してもらいました。すなわちこの日は、イエスがナザ

レの会堂に招かれて、説教奉仕を担ったのであります。主イエスの名前は、ガリラヤでもこのころ知れ渡っていたよ

うです。 

 そのナザレの会堂で巻物状態になった聖書を渡されてイエスが朗読された聖書が、イザヤ書 61 章冒頭の言葉でし

た。この箇所は、先週の大みそかの礼拝後、教会学校分級で学んだ箇所であります。元の旧約聖書のほうの 61 節 1

節以下を読みます。（お開きにならなくて結構です） 

 「主はわたしに油を注ぎ/主なる神の霊がわたしをとらえた。/わたしを遣わして/貧しい人に良い知らせを伝えさ

せるために。/打ち砕かれた心を包み/捕らわれ人には自由を/つながれている人には解放を告知させるために。/主が

恵みをお与えになる年/わたしたちの神が報復される日を告知して/嘆いている人々を慰め/シオンのゆえに嘆いてい

る人々に/灰に代えて冠をかぶらせ/嘆きに代えて喜びの香油を/暗い心に代えて賛美の衣をまとわせるために。」 



 この預言の言葉は、第 3 イザヤと呼ばれる預言者の預言の言葉です。第 3 イザヤは、バビロン捕囚の末期からイス

ラエルの民が捕囚から開放され、エルサレムに帰還して神殿を立て直すまでの、およそ 10 年間預言活動をしまし

た。預言者はここで、異国の地に捕え移され、半世紀以上自由を奪われて生活してきたイスラエルの民が、神による

開放のわざを経験し、それによって神の民は深く慰められ、涙の代わりに賛美の歌を歌い始めるようになるだろうと

語ります。そして、実際その通りになりました。このイザヤ書の御言葉(みことば)を読み上げられた直後に、イエス

は言われます。「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」イスラエルの民を長く苦しめて

きた捕囚からの開放にも似たあなた方の開放、すなわち救いが今日成就したというのです。ギリシャ語の原文では

「この日（今日）」と言う言葉が冒頭におかれています。「今日、成就した。この聖句は、あなたがたの耳の中で」そ

うイエスは語られたのです。会堂に集った人々は皆この恵み深い言葉を聞いて驚いたとあります。なぜでしょうか。

それは、多くの人がこのイザヤの言葉は過ぎ去った過去の話であって、今の自分とは関係ないと思っていたのです。

しかし、この言葉を語られたイエスは少しもそうは思わなかった。イザヤの説いた「救い」が今起こっていると本気

で信じていたのです。 

 聖書が分かるとはどういうことでしょうか。それは聖書の原語であるギリシャ語やヘブライ語を文法的に正しく理

解し、正確に翻訳することとは別の事柄です。文字のうえだけではない。ここに神がおられるということが分からな

ければ聖書が分かったことにはならない。神の御霊(みたま)が働かなければ、いくら聖書を読んでも分かりません。

御言葉(みことば)を通して主イエスがここにおられるということが分かることが大事なのです。余談ですが、先週の

元旦礼拝で私は今年の干支である「辰」という言葉の意味を、漢和辞典をもとに説明しました。辰とは春になり、草

木の蕾が開いて花となるとき、草木が揺れ動くようすを表す漢字だということでした。そして、この言葉が使われた

漢字として、振動の「振」や地震の「震」があることに触れ、今年も良い意味での「飛躍の年」にしましょうと語っ

たのです。そうしたら、その日の午後に本当に地震が起きて礼拝をオンラインで見ていた方から、先生の予言が当た

ってびっくりしたという感想をいただきました。しかし、何かを予言して当てたら、良い説教かというとそうではあ

りません。語る人が心の底から信じて語る言葉が、聞く人に福音として伝わること、それが良い説教です。 

 ところが、今日の箇所で、ナザレの人々は、イエスの説教を聞いてこう言っています。「この人はヨセフの子では

ないか。」この男はヨセフ、あの大工のせがれではないか。われわれはこの子を小さい頃から知っている。われわれ

と同じ貧しい大工の子が、なぜ神の恵みの言葉を語ることができるのか。いったい、どのような権威をもって神の救

いを偉そうに告げることができるのか。恵みの言葉は確かに立派だ。しかし、語っている本人に、われわれの知らな

い部分があることが気に入らない。言葉が立派であることが理屈では分かっても感情では受入れられない。つまり、

イエスに対する偏見が信仰の妨げになっているのです。 

 今日の箇所の並行記事であるマルコによる福音書の 6 章の 3 節以下を読むと次のようにあります。（ナザレ 

で受入れられないという小見出しの左下括弧内に並行記事が紹介されています）「このように、人々はイエスにつま

ずいた。…そこでは、ごくわずかの病人に手を置いていやされただけで、そのほかは何も奇跡を行うことがおできに

ならなかった。」そうです。イエス様が、どれほど力ある方であっても、この方を信じて受け入れることをしない人

には、神の力は働かないのです。私たちも同じです。信じて願い求めなければ、奇跡は起きないのです。新しい年に

求られることは、まずはこのことです。本当に神さまを信じて、心の底から焦げるような熱い思いをもって祈り願う

ことです。私たちが心を閉ざしているところで、神さまは働けないのです。旧約の預言者であるエリヤもエリシャ

も、故郷では良い働きができませんでした。イスラエルが頑なだったからです。2024 年、新しい年を飛躍の年にし

ましょう。そのためにも、神さまが存分に働いてくださるように、私たちが神さまの前に砕かれることが大切だと思

わされるのです。 

お祈りいたします。 


